コロイド 粒子の 密度の 場合に 応用 さるる 公式 を、 その 

まま 使用しても 立派に 当てはまる ことが 実証的に 明ら 

かにな つてい る。 平田理 学士 は、 先年、 某 停車場の 切 

符 売り場の 窓口に 立ち寄る 人の 数に 関する 統計的 調査 

に 普通の 統計 理論 を 応用して、 それが 相当よ く 当て は 

まる 事 を 確かめた。 最近に 東京 帝国 大学 地震学 科学 生 

某氏 は 巿内ニ か 所の 街 上に おける 自動車の 往復 数に 関 

する 統計に ついても、 やはり かなりの 程度まで 同様な 

物理的 方 則が 適用され る 事 を 示した。 これら はむしろ 

当然な - J とと 言わなければ ならない。 い わ ゆる 「大数」 

の 要素の 集団で 個々 の 個性 は 「充分 複雑に」 多種多様 



か つぎて 

輿の 運動の 変異 量と、 その 質量 ゃ舁 夫の 人数、 各人の 

あ 

筋力、 体量 等との 間に 或る 量的 関係 を 見いだ す こと は 

充分 可能で ありそうに 思われる。 

今、 たとえば、 次の ような 問題が あつたと する。 一 

年 三百 六十 五日 間にお ける 日々 の 甲 某 百貨店の 第 X 売 

リ場 における 売り上げ 高と 日々 の 雨量との 関係い かん 

という ことが 問題に なった とする。 これ は ともかくも 

応用 気象学 上の 一 つの 問題と なりうる であろう。 雨 は 

巿 民の 外出に 若干の 影響を及ぼしうる と考えられる。 

もちろん 降雨の 時刻と 人々 の 外出 時刻との 関係で この 

影響 はいろ いろに なりうる。 また 百貨店 閉場 中の 時間 



の 降雨 は 問題の 売り上げ 高に は 関係し ない。 それに も 

係わらず、 多数の 日数 を 含む 統計的 素材 を 統計的に 取 

り 扱う 場合に は、 これらの 個々 の 場合 は 問題と ならず、 

ただ 平均の 関係 だけが 結果と して 現われる であろう。 

降雨の ほうで は、 全 雨量の 平均 幾 割 幾分が 開場 時間に 

落ちる かが 定まり、 また 外出す る巿 民の 平均 幾 ％ が こ 

の 百貨店に 入り、 その 平均 幾 ％ が X 売り場に 到着し そ 

の 中の 平均 幾 ％ が 買い物 をし、 そうして 一 人の 支払い 

額が 平均い くばく であると いう ことが 考え 得られる と 

すれば、 この 問題 は 一 つの 合理的な 研究 問題と して 成 

立す る。 そうして 雨量と 売り上げとの 相関 は 一 つの 合 



科学者 自身 の 科学 そのものの 使命と 本質と に対する 認 

識の 不足で ある。 深く かんがみなければ ならない 次第 

である。 

(昭和 八 年 四月、 理 学界) 
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